
教科名： 科目名：
対象学年： ３年 共通 担当者：
使用教科書：

副教材等：
35

5月

令和５年度　東京都立荒川工科高等学校　定時制課程　人間と社会　年間授業計画

人間と社会 人間と社会
単位数： 1

評価の観
点・方法

予定
時数

4月

「人間と社会」改訂版 東京都教育委員会
なし

1学期 指導内容等 人間と社会 の具体的な指導内容

〃

6月

社会に貢献するための活動 自分が社会の為にできることについて考えさせる

〃 これまでに培ってきたことを生かした社会貢献活動

〃 〃

7月

社会に貢献するための活動 小学生向け体験教室のための準備 2

〃 自分について考えさせる

〃

人間と社会の意義

1

1

自分を理解するための活動 何を大切に生きるかを考えさせる

1

〃〃 1

1

1

1

1

振り返る活動 学習のまとめ 1

授業態度
出席
提出物

この教科の狙いをつかませる

1〃〃



1

1

予定
時数

1

10月

〃

〃

2学期 指導内容等 人間と社会 の具体的な指導内容
評価の観
点・方法

9月

〃

授業態度
出席
提出物

12月

振り返る活動 学習のまとめ

11月

成果発表会
人間と社会で学んだことや感じたこと、不思議に
思ったことを表現するための発表準備

〃

支え合うことについて議論することを学ばせる

自助・共助・公助について考えさせる

なぜ人は助け合い、支えあうのかについて考えさせ
る

支え合う社会

社会に貢献するための活動 これまでに培ってきたことを生かした社会貢献活動

〃

1

1

〃 1

1〃

1

成果発表会まとめ 人間と社会発表会に向けての成果と反省

1

2電子工作教室のための準備社会に貢献するための活動

1

〃

〃

〃

1



1月

地域社会は、誰が何のために築くのかを考えさせる地域社会について

3学期 指導内容等 人間と社会 の具体的な指導内容

3月
総括 一年間の総括を行う 1

2月

1

1

4
人間と社会で学んだことや感じたこと、不思議に思ったことを表
現するため、発表を行い、次の探究活動へつなげる人間と社会発表会

地域社会を築くために大切な考えについて、議論を
通して学ばせる

〃

1〃〃

1

人間と社会発表会
人間と社会で学んだことや感じたこと、不思議に
思ったことを表現するための発表準備

授業態度
出席
提出物

評価の観
点・方法

予定
時数

1

〃 〃


